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新
し
く
二
十

一
世
紀
を
迎
え
、
平
成
十
三
年
の
年
頭

に
あ
た
り
、

謹
ん
で
新
年
の
ご
按
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
旧
年
中
漁
協
系
統
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
様
方

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
漁
船
海
難
遺
児
育
英
事
業
に
対
す
る

温
か
い
ご
支
援
と
ご
理
解
に
衷
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

昭
和
四
十
年
マ
リ
ア
ナ
諸
島
ア
グ
リ
ガ
ン
海
域
に
お

い
て
二
O
O余
名
の
犠
牲
者
が
発
生
し
た
海
難
事
故
を

契
機
と
し
、
漁
協
系
統
を
中
心
に
「
漁
船
海
難
遺
児
を

励
ま
す
運
動
」
が
全
国
的
に
拡
が
り
、
水
産
界
の
総
意

と
し
て
、
昭
和
四
十
五
年
十
月
に
文
部
・
農
林
大
臣
の

認
可
を
得
て
本
育
英
会
は
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年

十
月
に
は
本
育
英
会
は
創
立
三
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た

が
、
こ
の
間
、
漁
協
系
統
を
中
心
に
漁
業
関
係
者
や

一

般
の
国
民
の
多
く
の
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
と
温
か
い

ご
支
援
に
支
え
ら
れ
、
基
金
の
造
成
に
努
め
つ
つ
、
育

英
制
度
の
改
善
及
び
事
業
水
準
の
充
実
を
図
っ
て
参
り

ま
し
た
。
昨
年
四
月
よ
り
、
昨
今
の
教
育
費
の
増
高
に

対
応
し
、
平
成
六
年
以
来
据
え
置
き
と
な
っ
て
お
り
ま

し
た
学
資
給
与
の
水
準
を
平
均
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
ア
ッ

プ
の
改
善
を
図
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
教
育
費
の
負
担
は
大
き
な
も
の
が

あ
り
、
特
に
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
に
進
学
す
る
と
自

宅
か
ら
の
通
学
が
不
可
能
な
学
生
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

更
に
教
育
費
が
か
さ
み
、
進
学
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な

い
遺
児
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
長
期
に
わ
た
る

低
金
利
の
下
で
事
業
内
容
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
、

か
っ
、
安
定
的
に
育
英
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

基
金
の
造
成
を
よ
り

一
層
推
進
す
る
必
要
を
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
機
会
あ
る
ご

と
に
「
水
色
の
羽
根
募
金
運
動
」
を
通
じ
て
、
広
く
国

民
の
多
く
の
ご
理
解
を
得
ら
れ
ま
す
よ
う
努
力
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
七
期
に
亘
っ
て
実
施
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
平
成
十
二
年
度
を
初
年
度
と
し
て
平
成
十

六
年
度
ま
で
の
五
ヶ
年
問
、

「第
八
期
募
金
運
動
」
を
漁

船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
全
国
協
議
会
で
実
施
し
て
頂
い
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て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
漁
協
系
統
を
始
め
と
し
、
多

く
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

水
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
と
経
済
情
勢
は
な
お
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ご
承
知
の
と
お
り
国
連
海
洋
法

条
約
の
発
効
に
伴
い
、
資
源
を
共
有
す
る
北
東
太
平
洋

の
近
隣
諸
国
と
漁
業
協
定
を
締
結
し
て
資
源
の
維
持
安

定
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
幸
い
韓
国
並

び
に
中
国
政
府
と
の
聞
に
漁
業
協
定
が
締
結
さ
れ
、
海

洋
新
秩
序
の
基
礎
が
築
か
れ
た
こ
と
は
、
将
来
に
向
け

て
明
る
い
展
望
が
開
け
た
わ
け
で
あ
り
、
誠
に
喜
ば
し

い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
水
産
基
本
政
策

の
指
針
と
も
な
る
「
水
産
基
本
法
」
が
今
度
の
通
常
国

会
に
提
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
同
時
に
水
産
基
本

政
策
の
改
革
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

幸
い
、
海
難
事
故
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
依

然
と
し
て
毎
年
新
た
に
五

O
名
以
上
の
奨
学
生
が
採
用

さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
誠
に
残
念
な
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
特
に
、
昨
年
九
月
に
北
海
道
浦
河
沖
で
発
生
し
た

沖
合
底
び
き
網
漁
船
の
転
覆
事
故
で
は

一
五
名
の
奨
学

生
を
採
用
し
て
お
り
ま
す
。

一
家
の
大
黒
柱
で
あ
る
父

親
を
亡
く
し
、
悲
し
い
思
い
を
す
る
家
庭
が
こ
れ
以
上

増
え
な
い
よ
う
に
、
従
来
の
海
難
事
故
防
止
に
対
す
る

漁
業
者
を
は
じ
め
関
係
者
の
ご
努
力
に
敬
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
な
お

一
層
の
ご
努
力
を
お
願
い
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
奨
学
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
就
学
に

困
難
を
来
さ
な
い
よ
う
と
、
多
く
の
方
々
に
長
年
に
亘

り
ご
支
援
を
頂
い
て
い
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
勉
学
に

励
み
将
来
社
会
に
役
立
つ
人
材
に
健
や
か
に
成
長
さ
れ

る
と
と
を
切
じ
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
、
新
年
を
迎
え
て
、
皆
々
様
方
の
益
々
の
ご

発
展
と
ご
健
勝
と
、
併
せ
て
海
難
事
故
の
な
い
良
き
年

と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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新
年

ま
す
。

漁
船
海
難
遺
児
育
英
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
素
よ
り
格
別
の
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
日
韓
・
日
中

の
新
協
定
発
効
に
よ
り
わ
が
国
は
本
格
的
な

二
O
O海
里
時
代
を
迎
え
る
と
と
も
に
、
今

後
の
水
産
基
本
政
策
の
指
針
と
も
な
る
水
産

基
本
法
が
今
春
の
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
全
漁
連
が
海
難
防
止
と

労
働
災
害
事
故
防
止
を
目
的
に
毎
年
開
催
す

る
沿
岸
漁
業
等
事
故
防
止
安
全
対
策
全
国
協

議
会
で
の
意
見
交
換
な
ど
を
見
ま
す
と
、
関

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い 漁

船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
全
国
協
議
会

A
A
云

長

植

村

正

ごム
，ロ

ゆ再生紙使用

係
者
の
地
道
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
全
国
的

に
救
命
衣
の
着
用
運
動
が
立
ち
上
が
っ
て
き

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
悲
し
い
こ
と
に
重
大

海
難
事
故
等
は
ま
だ
ま
だ
後
を
絶
た
ず
、
尊

い
命
が
犠
牲
と
な
っ
て
お
り
、
よ
り

一
層
安

全
に
対
す
る
呼
び
か
け
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
二
年
度
か
ら
第
八
期
募
金
運
動

（
五
ヶ
年
間
五
億
円
）
を
展
開
し
、
育
英
事
業

の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
平
成
六
年

以
来
据
え
置
き
と
な
っ
て
い
る
給
与
水
準
を

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化

に
よ
る
事
務
改
善
等
新
た
な
二
十

一
世
紀
の

門
出
に
向
け
て
、
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

当
協
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
と

全
国
漁
協
婦
人
部
連
絡
協
議
会

会
長
理
事

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

皆
様
に
は
す
が
す
が
し
く
、
平
成
十
三
年
の

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
運
動
・
勉
学
を
は
じ
め
家
業
の
手

伝
い
な
ど
に
励
ま
れ
て
い
る
奨
学
生
の
皆
さ

ん
と
、
平
素
よ
り
漁
に
精
進
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
ご
家
族
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年

が
明
る
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈

り
申
し
あ
げ
ま
す
。

幸
い
な
こ
と
に
、
何
年
も
続
く
漁
業
の
厳

し
い
時
代
に
あ
っ
て
も
、
海
難
遺
児
を
励
ま

す
運
動
の

一
環
と
し
て
漁
村
女
性
一
人

一
月

十
円
募
金
運
動
は
途
絶
え
る
こ
と
は
な
く
、

こ
の
五
年
間
の
漁
協
婦
人
部
の
実
績
は
、
約

五

O
パ
ー
セ
ン
ト
増
で
あ
り
、

二
十

一
世
紀

も
私
た
ち
は
、
漁
業
や
日
本
の
未
来
を
担
う

奨
学
生
の
力
に
な
り
得
る
よ
う
努
力
し
て
い

北

崎

初

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
漁
船
海
難
遺
児
を
こ
れ
以
上
多

く
し
て
は
な
ら
な
い
私
た
ち
の
願
い
と
は
裏

腹
に
悲
し
い
こ
と
に
、
昨
年
九
月
に
北
一海
道

浦
河
沖
で
沖
合
底
引
き
網
漁
船
第
五
龍
賓
丸

が
転
覆
し
、

一
四
名
も
の
乗
組
員
が
行
方
不

明
に
な
る
な
ど
未
だ
海
難
事
故
は
な
く
な
り

ま
せ
ん
。

是
非
船
に
乗
ら
れ
る
方
に
は
、
救
命
衣
常

時
着
用
等
、
海
難
事
故
防
止
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
、
こ
れ
以
上
不
幸
な
子
ど

も
た
ち
を
増
や
さ
な
い
よ
う

一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
わ
り
に
、
本
年
が
事
故
の
な
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に

育
英
会
制
度
を
支
え
る
皆
様
の
益
々
の
ご
健

勝
と
ご
発
展
を
ご
祈
念
致
し
ま
し
て
年
頭
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

も
奨
学
生
が
よ
り
勉
学
に
励
ま
れ
る
環
境
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
水
産
関
係
者
が
力
を
合

わ
せ
て
、

一
層
の
努
力
を
続
け
て
参
る
所
存

で
す
の
で
、
あ
ら
た
め
て
皆
様
方
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
漁
業
者
の
皆
様
に
は
、
安
全
操

業
・
救
命
衣
着
用
等
に
日
々
努
め
ら
れ
る
と

と
も
に
、
く
れ
ぐ
れ
も
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
十
分
ご
注
意
し
て
漁
業
を
営
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
不
幸
に
し
て
事
故
に
あ
わ
れ
、

一
家
の

大
黒
柱
を
亡
く
さ
れ
た
奥
様
や
ご
子
弟
の

方
々
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
ご
留
意
い

た
だ
き
、
こ
の
年
が
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

羽根募金の水色!! 

成
団
法
人
4
4
h

紛
海
難
遺
児
育
英
会

持
、
不
必
宇

手をの

恵

漁船海難遺児 愛

平
成
十
二
年
度

第
一
回
選
考
委
員
会

去
る
平
成
十
二
年
十
月
三
十
日
、
平

成
十
二
年
度
第
三
回
選
考
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
『
第
三
回
奨
学
生
出
願
者

（
平
成
十
二
年
十
月
十
五
日
締
切
り
）

の
選
考
』
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
幼
稚
園
・
小
中
高
等
学
校

在
学
の
学
資
給
与
奨
学
生
二
五
名
の
採

用
が
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
奨
学
生

と
併
せ
て
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
平

成
十
二
年
十
二
月
末
日
現
在
の
奨
学
生

数
は
、
別
表
「
都
道
府
県
別
奨
学
生
数
」

の
と
お
り
で
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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第20回
全国豊かな海づくり大会

～京都府網野町八丁浜にて開催～

『新
し
い
世
紀
に
つ
な
ぐ
海
明
つ
く
り
』
を

テ
l
マ
に
、
「
第
二
十
回
全
国
豊
か
な
海
明つ

く
り
大
会
」
が
平
成
十
二
年
十
月

一
日
（
日
）

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
御
臨
席
の
も
と
、
京
都

府
網
野
町
八
丁
浜
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。二

O
世
紀
最
後
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
、

絶
好
の
大
会
日
和
と
な
っ
た
こ
の
日
、
県
内

外
か
ら
、
漁
業
関
係
者
を
含
め
約
二
万
四
千

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

会
場
内
で
は
、
京
都
府
の
漁
業
、
丹
後
地

方
の
特
産
物
な
ど
の
紹
介
や
、
「
海
・
山
・

里
」
を
テ

1
マ
に
し
た
ふ
れ
あ
い
体
験
館
が

催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
「
宮
津
火
の
滝
太
鼓
」
な
ど
が
披

露
さ
れ
、
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。

午
後
に
は
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
を
お
迎

え
し
た
式
典
行
事
が
終
了
し
た
後
、
漁
船
五

O
隻
に
よ
る
漁
船
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
両

陛
下
に
よ
り
、
マ
ダ
イ
・
ヒ
ラ
メ
・
ア
カ
ア

マ
ダ
イ
の
稚
魚
が
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

募
金
活
動
に
お
い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
、
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
京
都
連
盟

竹
野
第

一
団
（
野
村
優
人
団
委
員
長
・
団
員

一
二
名
他
）
及
び
与
謝
第

一
団
（
太
田
亙
地

区
委
員
長
・
団
員

一
四
名
他
）
・
京
都
府
漁

連
・
本
会
職
員
に
よ
っ
て
募
金
を
呼
び
掛
け

ま
し
た
。
暑
い
日
射
し
が
照
り
つ
け
る
中
、

元
気
よ
く
呼
び
か
け
る
子
供
達
の
声
に
多
く

の
来
場
者
か
ら
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
竹
野
第

一
団
・

与
謝
第

一
団
の
皆
さ
ん
、
京
都
府
漁
連
職
員

の
方
々
、
ま
た
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
多

く
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
第
二
十

一
回
全
国
豊
か
な
海
愉
つ
く

り
大
会
は
、
平
成
十
三
年
十
月
二
十
八
日

（
日
）
に
静
岡
県
焼
津
市
新
焼
津
漁
港
に
て

開
催
さ
れ
ま
す
。

竹
野
第

一
団
の
皆
さ
ん

与
謝
第
一
団
の
皆
さ
ん

ア
ッ
プ
ル
ク
ラ
ブ

パ
ザ
l
開
催

平
成
十
二
年
十

一
月
三
日
（
金
）
・
四
日

（
土
）
の
二
日
間
、
「
奉
仕
の
箱
ア
ッ
プ
ル
ク

ラ
ブ
」
（
世
話
人
代
表
・
水
川
晴
海
、
事
務

局
・
東
京
都
北
区
上
十
条
三
の
二
十
七
の
十

水
川
歯
科
内
）
主
催
に
よ
る
バ
ザ
ー
が
北
区

上
十
条
商
店
街
の
二
店
舗
（
土
曜

一
店
舗
）

を
お
借
り
し
て
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
ク
ラ
ブ
で
は
日
頃
よ
り
使
用
済
み
切

手
・
テ
レ
フ
ォ
ン
カ

l
ド
の
回
収
等
、
様
々

な
奉
仕
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
そ
の
収
益

金
を
本
会
を
は
じ
め
多
く
の
団
体
へ
寄
付
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
パ
ザ
1
の
商
品
も
、
多
く
の
方
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
雑
貨
や
衣
料
品
で
、

一
年
間
大

切
に
保
管
し
販
売
さ
れ
ま
す
。

店
内
に
は
所
狭
し
と
い
ろ
い
ろ
な
商
品
が

並
べ
ら
れ
、
掘
り
出
し
物
や
、
冬
に
向
け
て

あ
た
た
か
な
衣
料
品
を
探
す
た
く
さ
ん
の
買

い
物
客
で

一
日
中
賑
わ
い
ま
し
た
。

「ア

ッ
プ
ル
ク
ラ
ブ
」
及
び
北
区
上
十
条

商
店
街
の
皆
様
、
ま
た
、
ご
支
援
く
だ
さ
い

ま
し
た
多
く
の
方
々
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

宮
城
県
漁
港
協
会

創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
開
催

去
る
十
月
二
十
五
日
（
水
）
、
宮
城
県
漁

港
協
会
（
菅
原
康
平
会
長
）
主
催
に
よ
る

「宮
城
県
漁
港
協
会
創
立
五
十
周
年
記
念
式

典
」
が
仙
台
市
青
葉
区
の
光
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
・
鳳
風
の
聞
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
約

二
O
O名
が
出
席
し
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。当

日
は
、
式
典
会
場
入
り
口
で
宮
城
県
漁

連
職
員
と
本
会
職
員
が
募
金
活
動
を
行
い
、

来
場
さ
れ
た
皆
様
よ
り
暖
か
い
ご
支
援
を
賜

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
宮
城
県
漁
港
協

会
、
並
び
に
宮
城
県
漁
連
職
員
の
皆
さ
ん
、

ま
た
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
多
く
の
皆
様

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

' 

羽根募金の水色!! 

＼－
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山
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議

て

手をの愛

第
十
一
回

漁
船
保
険
推
進
の
つ
ど
い
開
催

漁船海難遺児

去
る
平
成
十
二
年
十

一
月
九
日
（
木
）
、

ホ
テ
ル
日
航
東
京
（
港
区
・
台
場
）
に
お
い

て
、
「
第
十

一
回
漁
船
保
険
推
進
の
つ
ど
い
」

が
開
催
さ
れ
、
全
国
の
漁
船
保
険
組
合
関
係

者
約
三
O
O名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
は
、
漁
船
保
険
中
央
会
の
ご
協
力
の

も
と
、
会
場
入
り
口
に
て
募
金
活
動
を
行
い
、

多
く
の
方
々
よ
り
ご
支
援
を
賜
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

関
係
者
の
方
々
を
は
じ
め
、
ご
支
援
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

) 



第 98号

＊
学
資
給
与
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

修
学
旅
行
で
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
行
っ
て

楽
し
ん
で
き
た
よ
う
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

平成13年 1月 1日

（
北
海
道
佐
藤
恵
子
）

＊
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
小
学

よだム一
A英育

パ
ー
を
身
に
ま
と
い
、
登
校
・
登
園
す
る
こ

の
頃
で
す
。
益
々
、
寒
さ
も
厳
し
く
な
る
こ

れ
か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
風
邪
に
負
け

な
い
で
ほ
し
い
と
張
り
詰
め
た
気
持
ち
で
毎

日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
子
を
持
つ
親
は
皆
、

同
じ
気
持
ち
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

（
宮
城
県
中
里
記
子
）

＊
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
子
供

達
も
風
邪
に
も
負
け
ず
頑
張
っ
て
学
校
に
通

っ
て
い
ま
す
。

（
宮
城
県
及
川
博
美
）

一回同－
面面白~一一一十一一 一一一一ーーー：：；；；；－， 一一一一三~－

六
年
生
・
身
長

二
ハ
五
セ
ン
チ
・
ズ
ッ
ク
の

サ
イ
ズ
二
八
セ
ン
チ
。
悲
し
み
を
乗
り
越
え

て
元
気
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
父
親
似
で
た

く
ま
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

（
青
森
県
高
橋
美
津
子
）

＊
送
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
長
男
を

夫
が
、
高
校
だ
け
は
い
か
せ
な
く
て
は
な
あ
。

と
い
つ
も
言
っ
て
た
言
葉
を
も
う
少
し
で
果

た
せ
ま
す
。

( 3) 

（
宮
城
県
鈴
木
み
え
子
）

＊
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
め
っ

き
り
寒
く
な
り
我
が
家
の
三
兄
弟
も
ジ
ャ
ン

＊
い
つ
も
送
金
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
状
況
の
厳
し
い
な
か
、
就
職
活
動

を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。（

新
潟
県
冷
水
静
代
）

＊
送
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
と
て
も

助
か
っ
て
い
ま
す
。
子
供
が
大
き
く
な
る
に

つ
れ
て
子
育
て
の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
お
り

ま
す
。
皆
様
の
声
が
載
っ
て
い
る
「
育
英
会

た
よ
り
」
を
読
ん
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

（
島
根
県
村
松
淳
子
）

＊
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
命
日

の
十
二
月
が
近
づ
く
と
、
何
か
と
気
持
ち
が

沈
み
が
ち
に
な
る
の
で
す
が
、

ん
な
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

（
宮
崎
県
荒
川
和
江
）

＊
い
つ
も
送
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

早
い
も
の
で
今
月
の
二
十
八
日
に
十
三
回
目

の
命
日
を
迎
え
ま
す
。
息
子
と
二
人
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

（
鹿
児
島
県

橋
口
あ
や
子
）

烏主主紳社とんどが娩浅草
A
貝
凶
り
J
9
Hド
ホ
。

正之さんの作晶林岐阜県卒業奨学生

＊
二
十
世
紀
も
あ
と
わ
ず
か
。
子
ど
も
や
家

族
の
皆
さ
ん
に
明
る
い
世
紀
が
く
る
よ
う
に

一
緒
に
祈
り
ま
し
ょ
う
ね
。
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。

（
千
葉
県

福
田
昌
佳
）

「
パ
パ
」
私
達
、

頑
張
り
ま
す

沖
縄
県

上
原
広
美

早
い
も
の
で
、
パ
パ
が
海
難
事
故
に

遭
っ
て
、
十
二
月
で

一
年
に
な
り
ま
す

ね
、
昨
日
の
よ
う
に
・

未
だ
現
実
に
受
け
止
め
る
事
が
出
来

な
い
、
ま
だ
、
パ
パ
の
肌
の
感
触
が
私

の
手
に
：
・
子
供
達
だ
っ
て
同
じ
事
、
夢

で
あ
っ
て
欲
し
い
と
：
・
悪
夢
で
：
・

「
神
様
お
願
い
、
か
主
人
u

を

w
乗

組
員
u

を
助
け
て
下
さ
い
、
守
っ
て
下

さ
い
」
と
、
何
度
、
い
や
幾
度
神
に
お

願
い
し
た
事
か
、
月
日
だ
け
が
過
ぎ
て

選
択
せ
ざ
る
を
え
な
い
時
期
に
き
た

時、

「
パ
パ
わ
か
つ
て
く
れ
る
よ
ね
」

い
つ
も
パ
パ
は
、
私
の
側
に
、
子
供

達
の
側
に
い
る
事
信
じ
て
ま
す
。

だ
か
ら
、
パ
パ
、
心
配
し
な
い
で
・
：

忘
れ
は
し
ま
せ
ん
、
「
パ
パ
」
の
事

忘
れ
さ
せ
ま
せ
ん
、
「
パ
パ
」
の
事

だ
っ
て
、
子
供
達
の
大
好
き
な

n
お

父
さ
ん
u

だ
も
の
。

だ
っ
て
掛
け
替
え
の
な
い
夫
だ
も

の
。今

は
た
だ
、
肉
体
が
無
い
だ
け
で
：
・

「
パ
パ
、
私
達
頑
張
る
か
ら
ね
」

（
パ
パ
、
応
援
し
て
ね
）

じ
ゃ
必
の
、

ま
た
ね
・
・
・

－－－
m
－－－－－－ 

寄
付
（
募
金
）
の
お
願
い

阻
聞
園
田
・
聞
・
・

m
m

本
会
の
育
英
資
金
は
、
多
く
の
善
意
の

方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
で
基
金
を

つ
く
り
、
そ
の
運
用
益
で
賄
っ
て
お
り
ま

す
。
基
金
は
未
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
た

め
、
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。

。
送
金
方
法

郵
便
局
及
び
本
会
の
指
定
す
る
金
融
機

関
に
お
振
込
み
の
際
、
本
会
の
振
込
用

紙
を
ご
利
問
い
た
だ
け
れ
ば
、
振
込
手

数
料
は
免
除
に
な
り
ま
す
。
ご
連
絡
く

だ
さ
れ
ば
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

。
郵
便
振
替
口
座

・
口
座
番
号

0
0
一
五

O
l
七
｜

一
三
一
一

七
五

．
口
座
名
義

財
団
法
人

漁
船
海
難
遺
児
育
英
会

。
ま
た
、
高
校
・
大
学
等
奨
学
生
に
貸
与

す
る
奨
学
金
を
あ
る
期
間
、
定
期
的
に

ご
支
援
い
た
だ
く
、
「
励
ま
し
お
じ
さ

ん
・
お
ば
さ
ん
」
の
ご
加
入
も
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

。
題
材
は
自
由
で
す
。
最
近
の
出
来
事
や
、

詩
、
随
筆
、
奨
学
生
へ
の
励
ま
し
、
「
育

英
会
だ
よ
り
」
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご

要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

原
稿
は
八

O
O字
以
内
で
、
顔
写
真
を

添
え
て
本
会
あ
て
に
お
送
り
く
だ
さ
い

0

0
イ
ラ
ス
ト
、
写
真
も
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

O
原
稿
は
、
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

O
掲
載
の
方
に
は
、
図
書
券
を
贈
呈
し
ま

す
。

羽根募金の水色!! 手をの
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漁船海難遺児

一T
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七

東
京
都
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代
田
区
内
神
田
二
｜
二

l
一

鎌
倉
河
岸
ビ
ル
内

漁
船
海
難
遺
児
育
英
会

T
E
L

O
三
l
三
二
五
六
｜
一
九
八
一

（
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
）

O
三
l
三
二
五
六

一
九
八
二

（二
十
四
時
間
受
付
）

愛



第 98号

捌
ま
し
お
じ
さ
ん
・
お
凶
さ
ん

『
申
し
込
み
・
奨
学
資
金
の

ご
寄
付
」
の
お
礼

平成13年 1月 1日

平
成
十
二
年
九
月
か
ら
十

一
月
ま
で
の
聞

に
、
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
ご

芳
名
を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
ご
芳
名
（
敬
称
略
）

〔
九
月
〕
マ
須
藤
美
智
子
・
継
続
（
国
分
寺

市）〔
十
月
〕
マ
岩
崎
昌
子

・
継
続
（
習
志
野
市
）

マ
大
西
絹
子
・
継
続
（
印
猪
郡
栄
町
）
マ
神

山
幸
士
・
継
続
（
入
間
市
）

〔
十
一
月
〕
マ
越
智
豊
子
・
継
続
（
船
橋
市
）

マ
大
内
輝
夫
／
恵
子

・
継
続
（
名
古
屋
市
）

マ
三
橋
宏
次
・
継
続
（
中
央
区
）
マ
西
岡
佳

津
子
・
継
続
（
横
浜
市
緑
区
）

よ

’育
英
密
盆

だ

一
募
金
・
ご
寄
付
』
の
お
礼

ム一
A

平
成
十
二
年
九
月
か
ら
十
一
月
ま
で
に
ご

寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲

げ
、
そ
の
ご
芳
志
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

※
ご
芳
名
（
敬
称
略
）

一
、
漁
協
系
統
募
金
（
各
都
道
府
県
の
漁
連
、

信
漁
連
、
指
導
連
等
で
構
成
す
る
「
漁
船
海

難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
（
略
称
・
地

方
協
）
等
で
取
り
扱
っ
た
分
で
、
一
般
寄
付

金
を
含
み
ま
す
。
）

〔
九
月
〕

O
北
海
道
マ
北
海
道
漁
港
大
会
募

金
マ
厚
岸
町
水
産
業
ゴ
ル
フ
大
会
｜
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
募
金

O
新
潟
県
マ
第

五
十
二
回
全
国
漁
港
大
会
募
金
O
静
岡
県
マ

上
回
大
和
マ
地
方
協
O
三
重
県
マ
山
下
健
作

｜
香
典
返
し
マ
奥
野
正
孝
マ
浜
地
文
郎
マ
地

方
協
＠
和
歌
山
県
マ
太
石
清
｜
香
典
返
し
マ

J

・
G
－
F
・
A
ビ
ル
フ
ィ

ッ
シ
ュ

ト
ー
ナ

メ
ン
ト
イ
ン
串
本
実
行
委
員
長
井
上
正
彦

マ
小
川
実
マ

一
嶋
三
郎
O
広
島
県
マ
渡
遁
隼

夫
マ
地
方
協
O
山
口
県
マ
地
方
協
O
長
崎
県

マ
日
韓
大
陸
棚
開
発
対
策
漁
連
競
技
会
マ
中

山
良
夫
マ
貴
和
会
マ
島
原
港
振
興
協
議
会
マ

地
方
協

O
大
分
県
マ
大
塚
康
成
｜
香
典
返
し

マ
上
入
津
漁
協
青
年
部
l
l
集
り
会
場
募
金

英育( 4) 

〔
十
月
〕
＠
宮
城
県
マ
石
巻
魚
市
場
制
マ
宮

城
県
漁
港
協
会
会
長
菅
原
康
平
O
京
都
府

マ
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
京
都
連
盟
竹
野
第

一

団
／
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
京
都
連
盟
与
謝
第

一

団
l
第
二
十
回
全
国
豊
か
な
海
輸
つ
く
り
大
会

募
金
マ
石
倉
喜

一
郎
｜
香
典
返
し

O
兵
庫
県

マ
樫
本
悦
郎
マ
須
磨
浦
漁
友
会

O
和
歌
山
県

マ
松
原
広
明
｜
香
典
返
し

O
愛
媛
県
マ
村
田

信
夫
｜
香
典
返
し

O
長
崎
県
マ
柏
木
幹
彦
｜

見
舞
い
返
し
マ
中
山
良
夫
マ
長
崎
ぶ
ら
ぶ
ら

食
国
漫
遊
記
実
行
委
員
会
マ
地
方
協
O
大
分

県
マ
日
本
テ
キ
サ
ス
イ
ン
ス
ツ
ル
メ
ン
ツ
側

日
出
工
場
建
干
網
実
行
委
員
会

〔
十
一
月
〕

O
富
山
県
マ
網
谷
繁
マ
坂
本
孝

之
マ
高
野
功
一
マ
尾
山
春
枝
O
静
岡
県
マ
地

方
協
O
三
重
県
マ
浜
島
漁
協
青
壮
年
部
マ
三

重
県
漁
業
士
会
マ
伊
勢
大
祭
時
マ
浜
口
敏
雄

｜
見
舞
い
返
し
マ
山
本
輝
人
l
香
典
返
し
マ

山
下
健
作
｜
香
典
返
し
マ
迫
間
虎
太
郎
｜
香

典
返
し
マ
松
永
勇
｜
香
典
返
し
マ
出
口
昭
治

O
京
都
府
マ
京
都
府
立
海
洋
高
等
学
校
生
徒

会
｜
学
園
祭
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
収
益
金
O
島
根

県
マ
第
十
二
回
島
根
県
豊
か
な
海

m

つ
く
り
大

会
募
金
O
広
島
県
マ
賓
津
了
司
O
山
口
県
マ

吉
村
邦
子
マ
地
方
協
。
香
川
県
マ
多
田
正
彦

l
香
典
返
し
O
愛
媛
県
マ
地
方
協
O
長
崎
県

マ
今
浦
和
重
マ
山
下
時
枝
マ
側
ア
ド
長
崎
マ

中
山
良
夫
マ
平
成
海
援
隊
マ
長
崎
県
漁
連
旅

博
覧
会
事
務
局

O
大
分
県
マ
橋
本
直
庚
｜
香

典
返
し
マ
大
分
県
か
ん
水
養
殖
協
議
会

ニ．一般募金

〔九月〕O青森県マ橋本良一｜香典返
し（八戸市）O宮城県マ石巻歌謡アカ

デミー会主武田っとお（石巻市）O
茨城県マ高津日出夫／清子（つくば市）

O埼玉県マ小野沢通（浦和市）マ冨元
克昌（越谷市）O千葉県マ飯村久子

（野田市）O東京都マ阪弁光平（江戸
川区）マ奉仕の箱アップルクラブ（北

区）マ匿名（品川区）O神奈川県マ近
藤富子（伊勢原市）O岐阜県マ田中喜

久子（大垣市）O愛知県マ中野信一
（名古屋市名東区）O岡山県マ吉田厚

子（笠岡市）O鹿児島県マ冨元明（鹿
児島市）

〔十月〕＠宮城県マ横尾祥子（仙台市

青葉区）マ側心高橋取締役社長高橋

佐吉（気仙沼市）O茨城県マ高潔日出
夫／清子（つくば市）O埼玉県マ冨元

給与奨学生 貸与奨学生 平成12年度第 3回採用者

都道府県名 合計 高校生等 高校生等 合計
幼児 小学生 中学生 高校生等 小計 高俊生等 大学生等 小計 幼児 小学生 中学生

給与 貸与
大学生等

北海道 7 28 31 27 93 6 11 17 110 4 7 4 15 

青 森 3 4 7 21 35 4 4 8 43 1 1 2 

是主 手 2 8 5 14 29 2 5 7 36 

宮 城 2 12 12 19 45 2 3 5 50 

秋 回 1 1 2 1 1 3 

山 形 2 3 5 5 

福 島 1 3 5 11 20 20 

茨 械 1 1 1 

千 葉 3 3 2 8 1 1 9 

東 京 2 1 3 1 1 4 

神奈川 2 2 1 1 2 4 

新 潟 1 2 3 3 

富 山

石 Ill 3 6 9 3 1 4 13 

静 岡 1 3 4 3 11 1 1 12 

愛 知 1 3 3 7 1 1 8 

福 井 5 1 6 1 1 7 

重 1 1 6 8 1 1 9 

京 都 1 1 2 2 

大 阪 1 1 2 2 

兵 庫 4 6 9 19 3 3 22 

和歌 山 2 8 3 13 13 1 1 

，鳥 取 1 1 1 4 7 1 1 8 

島 根 3 7 2 5 17 1 1 18 

岡 山 3 3 1 1 4 

広 島 3 3 2 2 5 

山 日 1 6 7 6 20 1 5 6 26 

香 /II 2 1 1 1 5 1 1 2 7 

徳 島 2 3 5 1 3 4 9 

愛 媛 1 5 2 8 2 4 6 14 3 3 

高 知 8 4 9 21 1 1 2 23 2 2 

福 岡 1 3 3 7 2 1 3 10 

福岡県有明海

佐賀県玄海 2 2 2 

佐賀県有明海 1 1 2 2 

長 崎 2 11 11 15 39 5 5 44 1 1 

大 分 2 2 7 12 23 2 3 5 28 

熊 本 5 3 2 10 1 1 11 

宮 崎 1 7 5 8 21 3 3 6 27 1 1 

鹿 児島 3 5 10 18 4 2 6 24 

沖 縄 3 7 3 6 19 2 1 3 22 

合 言十 32 139 151 231 553 40 67 107 660 4 11 6 4 25 

（平成12年度12月末現在）

数生
同... 

－子奨jjlj 県府道都

克
昌
（
越
谷
市
）
マ
高
松
芳
子
（
南
埼
玉
郡

白
岡
町
）

O
千
葉
県
マ
飯
村
久
子
（
野
田
市
）

O
東
京
都
マ
制
全
国
漁
港
協
会
（
千
代
田
区
）

マ
梶
浦
富
（
杉
並
区
）
マ
阪
弁
光
平
（
江
戸

川
区
）
マ
匿
名
（
品
川
区
）

O
神
奈
川
県
マ

木
村
平
（
横
浜
市
青
葉
区
）
マ
浜
崎
礼
三

（同
港
南
区
）

O
愛
知
県
マ
中
野
信
一
（
名

古
屋
市
名
東
区
）

O
岡
山
県
マ
吉
田
厚
子

（
笠
岡
市
）

O
福
岡
県
マ
今
永
美
保
子
｜
香

典
返
し
（
北
九
州
市
小
倉
北
区
）
マ
池
田
正

二
（
同
八
幡
東
区
）

O
大
分
県
マ
山
本
浩
｜

香
典
返
し
（
速
見
郡
日
出
町
）
。
鹿
児
島
県

マ
冨
元
明
（
鹿
児
島
市
）

〔
十
一
月
〕

O
膏
森
県
マ
全
国
海
友
婦
人
会

八
戸
支
部
（
八
戸
市
）
マ
鮫
カ
ラ
オ
ケ
愛
好

会
i
全
日
海
八
戸
支
部
経
由
（
同
）

O
山
形

県
マ
善
賓
寺
龍
王
講
（
鶴
岡
市
）

O
埼
玉
県

マ
冨
元
克
昌

（
越
谷
市
）

O
千
葉
県
マ
飯
村

久
子
（
野
田
市
）
マ
下
村
政
雄
（
佐
倉
市
）

。
東
京
都
マ
漁
業
者
国
民
年
金
基
金
（
千
代

田
区
）
マ
働
中
央
漁
業
操
業
安
全
協
会
役
職

員

一
同
（
同
）
マ
肘
温
水
養
魚
開
発
協
会

（
向
）
マ
制
漁
船
機
関
技
術
協
会
（
台
東
区
）

マ
日
本
鮪
櫨
詰
輸
出
水
産
業
組
合
（
同
）
マ

樋
田
徹
也
（
大
田
区
）
マ
佐
野
宏
哉
（
練
馬

区
プ
マ
奉
仕
の
箱
ア
ッ
プ
ル
ク
ラ
ブ
（
北
区
）

マ
指
幸
子
（
板
橋
区
）
マ
山
崎
直
子
（
三
鷹

市
）
マ
第
十

一
回
全
国
漁
船
保
険
推
進
の
つ

ど
い
募
金
（
港
区
）
マ
匿
名
（
品
川
区
）

O

神
奈
川
県
マ
佐
伯
友
子
（
足
柄
下
郡
湯
河
原

町）

O
愛
知
県
マ
中
野
信

一
（
名
古
屋
市
名

東
区
）

O
兵
庫
県
マ
五
弓
徹
（
伊
丹
市
）

O

岡
山
県
マ
吉
田
厚
子
（
笠
岡
市
）

O
広
島
県

マ
側
呉
海
員
会
館
｜
全
日
海
経
由
（
呉
市
）

O
宮
崎
県
マ
宮
崎
海
洋
高
校

一
年
学
年
会
｜

文
化
祭
パ
ザ
l
収
益
金
（
宮
崎
市
）
＠
鹿
児

島
県
マ
冨
元
明
（
鹿
児
島
市
）

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
ど
ん
な
風
に
二
十

一
世

紀
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
か
？
「
紅
白
歌
合
戦
」

や
「
ゆ
く
年
く
る
年
」
を
見
な
が
ら
年
越
し

そ
ば
を
食
べ
た
方
、
初
詣
に
行
っ
た
方
、
初

日
の
出
を
見
に
行
っ
た
方
－
j
i
－
－
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
よ
ね
。

私
は
と
い
う
と
、
初
詣
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
親
戚
の
家
が
横
浜
八
景
島
の
側
に
あ
る

の
で
す
が
、
大
晦
日
の
十
二
時
に
な
る
と
、

除
夜
の
鐘
で
は
な
く
、
横
浜
港
か
ら
船
の
汽

笛
が

一
斉
に
鳴
り
出
し
ま
す
。
（
八
景
島
で

は
花
火
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
！
）
こ
の
汽

笛
を
聞
き
な
が
ら
新
年
を
迎
え
、
ば
っ
ち
り

お
参
り
を
し
て
か
ら
、
御
神
酒
を
も
ら
っ
て

帰
り
ま
し
た
。

※高校生等には、養護児を含む。

※奨学金貸与奨学生には、入学一時金のみの奨学生を含む。

※平成12年度第3閏採用者は内数である。
（

I）
 

漁船海難遺児 羽根募金の水色!! 手をの愛

そ
し
て
、
次
の
日
の
夜
か
ら
毎
年
恒
例
と

な
っ
て
い
る
ス
キ
ー
を
し
に
行
っ
た
の
で
す

が
、
想
像
以
上
に
雪
が
積
も
っ
て
い
て
、
そ

の
上
、
吹
雪
い
て
い
た
の
で
、
ス
キ
ー
を
断

念
す
る
と
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
極
め
つ
け

は
、
車
で
行
っ
た
の
で
す
が
、
カ
ー
ブ
で
ス

ピ
ン
を
し
て
し
ま
い
、
横
を
走
っ
て
い
た
車

に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
と
い
う
散
々
な
二
十

一
世
紀
の
幕
開
け
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
（
幸
い
両
者
と
も
怪
我
は
な
か
っ
た
の

で
良
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
・
：
：
：
：
）
皆
さ
ん

も
雪
道
走
行
に
は
十
分
気
存
う
け
て
下
さ
い

ね。
最
後
に
、
今
年
一
年
、

海
難
事
故
が
あ
り
ま
せ
ん
よ
う
に
・
．．．．．．．． 

皆
さ
ん
に
と
っ
て
良
い
一
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
：
：
：

祈
り
を
込
め
て
・
・
・




